
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

市
政
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
令
和
７
年
は
市
制
施

行
55
周
年
や
桶
川
飛
行
学
校
平
和
祈
念
館
の
開
校
５
周
年
と

い
っ
た
節
目
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り

つ
つ
次
の
時
代
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
開
業
し
た
道
の
駅「
べ
に
花
の
郷
お
け
が
わ
」で
は
、

開
業
以
来
１００
万
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

新
た
な
賑
わ
い
創
出
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
農
畜

産
物
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
産
業
の
振
興
拠
点
や
新
た
な
魅

力
発
信
拠
点
だ
け
で
な
く
、
埼
玉
県
初
の「
防
災
道
の
駅
」と

し
て
認
定
さ
れ
、
万
が
一
の
災
害
時
に
は
、
一
次
避
難
所
や

救
護
活
動
の
拠
点
、
緊
急
物
資
の
集
積
基
地
と
し
て
の
役
割

が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、
学
校
給
食
費
の
第
３
子
以

降
無
償
化
や
全
て
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館
の
空
調
設
備
の

整
備
完
了
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
無
線
L
A
N
環
境
整
備
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
よ
り
一
層
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
本
市
の
都
市
空
間
の
あ
り
方
を
示
す
「
桶
川
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、『
暮
ら
し
続
け
た

い・暮
ら
し
て
み
た
い
ま
ち 

お
け
が
わ
』を
都
市
づ
く
り
の
テ
ー

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
か
ら
の

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
桶
川
市
議
会
の

議
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
な

が
ら
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
発
展
の
た
め
、
岩
﨑
副
議

長
と
二
人
三
脚
で
、「
生
き
る
力
と
豊
か
な
心
を
育
む
桶
川
」

の
実
現
に
専
心
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
２
月
に
「
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
２
０
２

６
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
シ
ン
ボ
ル
の
５
つ
の
輪
は
、

５
つ
の
大
陸
の
団
結
や
全
世
界
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
手
を
取
り
合
い
、
平
和
な
世
界
を
築
く
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
も
互
い
の
尊
敬
の
中
で
ベ
ス
ト
を
尽

く
す
ア
ス
リ
ー
ト
の
姿
が
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢

と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
11
月
７
日
～
10
日
に
「
咲
き
誇
れ
！
長
寿
と
笑
顔

彩
の
国
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
彩
の
国
さ

い
た
ま
２
０
２
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
24
市
町
で
ス

ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
文
化
イ
ベ
ン
ト
、
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
本
市
は
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
種
目
の
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
会
場
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

を
楽
し
み
、
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
や
世
代
を

超
え
た
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
責
務

を
自
覚
し
、
議
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
の
負
託
と
信
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
一
つ
で
も
多
く
実
現
で
き
る
よ
う
、
議

員
一
同
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
く
実
り
の

あ
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

マ
に
、
市
民
の
皆
様
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

持
続
可
能
な
都
市
を
目
指
し
た
計
画
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

令
和
８
年
は
、
こ
れ
ら
の
方
針
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
引

き
続
き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る「
夢
と
希
望
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
に
最
も
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
引
き

続
き
、
医
療
や
福
祉
、
子
育
て
、
教
育
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、

幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
市
民
の
皆
様
が
安
心
と
幸
せ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
市
政
に
対
し
ま
す
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
き
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

生
き
る
力
と
豊
か
な
心
を
育
む

桶
川
を
め
ざ
し
て

「
夢
と
希
望
を
未
来
に
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
て
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令和８年　年 頭 所 感

桶
川
市
議
会
議
長

　
岡
安
　
政
彦

桶
川
市
長

　
小
野
　
克
典
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桶川市防災訓練を行います 詳しくは 詩

安心安全課☎788-4926

詳しくは 詩

社会福祉課☎788-4933
安心安全課☎788-4926

地域の防災体制の確立や防災関係機関との連携、防災意識の高揚を図ることを目的とし、地域住民と市職員などが
協力して行う地域密着型防災訓練（住民参加型）を実施します。
どなたでも参加できますので、ぜひご参加ください。

と　　き▶1月18日㈰ 午前８時30分～11時30分
と こ ろ▶桶川東小学校校庭・体育館
訓練項目▶�避難所開設訓練、地区医師会との連携訓練、ペット同行避

難訓練、起震車による地震体験訓練、煙中体験訓練、心肺
蘇生法（ＡＥＤ）訓練、炊出し訓練、土のう作成訓練、各
種車両展示、ドローン飛行訓練、パネル展示など

注意事項▶
※万全な寒さ対策のうえ、ご参加ください。
※�会場には駐車場がありません。徒歩また
は自転車でお越しください。

※会場内は禁煙です。
※�雨天の場合は、一部訓練を実施しない場
合があります。

災害時の避難に手助けが必要な人
市への登録はお済みですか
避難行動要支援者登録制度とは
自分ひとりで移動したり、情報を得たりすることが
難しく、災害が起きたときの避難に手助けが必要な
人を身近な地域の人たちで支える仕組みです。

災害時は「避難支援者」
も被災者となり得ます。
支援を必ずしも保障す
るものではありません。

※長期入院中や社会福祉施設に入所をしている人は除く対 象

・要介護３～５の認定を受けている人
・�身体障害者手帳１級または２級（総合等級）の第１種を所
持する身体障害者（心臓または、腎臓機能障害のみで該当
する人を除く）
・療育手帳ⒶまたはＡを所持する知的障害者

・�精神障害者保健福祉手帳１級または２級を
所持する単身世帯の人
・市の生活支援を受けている難病患者
・�その他希望する人（市長が支援の必要があ
ると認めた人）

登録
方法

同意書入手＆提出先
社会福祉課、高齢介護
課、障害福祉課、安心安
全課の窓口

同意書記入
必要事項を記入し、
郵送または直接、各
窓口へ。
※�自身で記入や提出が
できない人は代理可

同意書の入手は
市HPからも可

名簿
登録

避難支援の関係者へ
情報提供
【関係者】
自治会、民生委員、社会福祉協議
会、消防団、その他避難支援の実
施に携わる関係者など

避難行動要支援者登録制度
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帯状疱疹定期予防接種
令和７年度の接種期間は、3月31日㈫までです

詳しくは 詩健康増進課☎786-1855

詳しくは 詩

社会福祉課☎788-4933
社会福祉協議会☎728-2221

帯状疱疹定期予防接種は、年度により対象者が異なります。
以下に該当する人は、令和8年3月末で定期接種期間が終了
になります。定期接種を希望する場合、早目の接種をご検討
ください。

2種類あるワクチンのうち、
組換えワクチンの場合、接種
は2回で、終了までに通常
2か月以上かかります。接 種 期 間

終了対象者
接種日に桶川市民で、以下の生年月日に該当し、
今までに帯状疱疹の予防接種をしていない人

65歳
昭和35年4月2日
～昭和36年4月1日 

80歳
昭和20年4月2日
～昭和21年4月1日 

95歳
昭和5年4月2日
～昭和6年4月1日 

70歳
昭和30年4月2日
～昭和31年4月1日 

85歳
昭和15年4月2日
～昭和16年4月1日 

100歳
大正14年4月2日
～大正15年4月1日 

75歳
昭和25年4月2日
～昭和26年4月1日 

90歳
昭和10年4月2日
～昭和11年4月1日 

101歳以上
大正14年4月1日以前
 （令和７年度のみ経過措置対象）

令和8年3月31日㈫まで

ワクチンの
種類

生ワクチン
（ビケン）

組換え（不活化）ワクチン
（シングリックス）

接種回数 1回 2回
（2回目は、通常2か月以上あけて接種）

自己負担額 4,700円 16,700円（1回あたり）

実施医療機関など
詳しくはこちら

接種期間

生活困窮者自立支援事業

生活の不安や心配事をご相談ください
「生活が苦しい」「仕事がなかなか見つからない」「仕事
に就くが長く続かない」など、生活と就労に関する不
安や悩みはありませんか。
一人ひとりの状況に合わせた支援プランを作成します。
一人で悩まず、まずは気軽に相談してください。

特別相談会を実施します
時 2月7日㈯午前9時～正午
場 ・市役所3階　社会福祉課　
　・地域福祉活動センター１階
　　福祉総合相談窓口
※最寄りの会場で相談してください。
申 不要（時間内に来場してください）

PB 42026. 1 2026. 1


	声の広報おけがわ2026 1月号 2
	声の広報おけがわ2026 1月号 3
	声の広報おけがわ2026 1月号 4

